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第４０９号２０２６年７月１日（１） 毎月１日発行

今
期
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
組
織
の
変

化
を
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
諸
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
具
体
的
な
取
組

み
の
柱
と
し
て
、組
合
員
が
必
要
な
情
報
を「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
取
得
で
き
る
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｇ
ア
プ
リ
を
、
新
た
な
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
本
格
的
に
導
入
し
た
。

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
ア
プ
リ
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
単
に
新
し
い
ツ
ー
ル
を
入
れ
る
の
で
は
な

く
、組
合
員
に
と
っ
て
本
当
に
使
い
や
す
く
、役

立
つ
仕
組
み
と
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、

�１

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
情
報
共
有
の
迅
速

化
と
均
一
化
を
図
る

�２

組
織
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
役

職
員
と
組
合
員
、
組
合
員
ど
う
し
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る

�３

誰
も
が
参
画
し
や
す
い
持
続
可
能
な
活

動
を
志
向
し
、
組
合
活
動
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
図
る

こ
れ
ら
を
目
的
に
掲
げ
、
鋭
意
検
討
・
準
備

を
重
ね
て
き
た
。

ア
プ
リ
運
営
会
社
で

あ
る
�株
ス
タ
メ
ン
と
の

契
約
締
結
以
降
、
第
４０

回
定
期
中
央
委
員
会

（
２
０
２
６
年
２
月
３

日
）
を
一
つ
の
節
目
と

し
、
各
級
機
関
と
緊
密

に
連
携
し
な
が
ら
登
録

促
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
春
の
全
職
場
総
対

話
行
動
期
間
を
通
じ

て
、
各
職
場
で
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
繰
り
返
し

周
知
を
図
っ
た
結
果
、

登
録
率
は
６
月
１９
日
現

在
で
約
８３
％
と
な
る
な

ど
、
着
実
に
登
録
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
級
機
関
の
ご
尽
力

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
ア
プ
リ
の
導
入

は
、あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、目

的
で
は
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
力
を

活
用
し
、情
報
を
よ
り
早
く
、正
確

に
届
け
る
と
と
も
に
、
事
務
負
担

の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
も
、
労
働

運
動
の
原
点
で
あ
る
対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す

る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。む
し
ろ
、

デ
ジ
タ
ル
と
対
面
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、「
つ
な
が

る
力
」
を
「
組
織
の
力
」
へ
と
高

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
は
、
本
部
発
行
の
機
関
紙

や「
ぎ
ょ
う
む
れ
ぽ
ー
と
」等
の
電

子
配
信
、各
種
情
報
発
信
の
充
実
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
拡
充
な
ど
、
Ｔ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
ア
プ
リ
の
さ
ら
な
る
活

用
を
進
め
て
い
く
。
組
合
員
一
人

ひ
と
り
の
主
体
的
な
参
画
を
促

し
、働
き
が
い
・
生
き
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
組
織
づ
く
り
、
そ
し
て
ハ

ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
に

向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
と
対
面
の
双

方
を
融
合
さ
せ
た
組
織
強
化
の
取

組
み
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
。

―組織の変化を強化につなげ、より身近なＪＲ東海ユニオンへ―

５
月
２９
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
地
方
議
員
団
会
議
は
、
静
岡
県

磐
田
市
に
て
第
２８
回
研
修
会
を
開

催
し
た
。
本
研
修
会
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
が
進
め
る「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
と
連
動
し

た
地
方
自
治
体
訪
問
と
し
て
実
施

し
、
磐
田
市
の
交
通
施
策
を
学
ぶ

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

当
日
は
、草
地
博
昭
市
長（
元
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
組

合
員
）
よ

り
、
市
政

へ
の
想
い

や
政
治
を

志
し
た
背

景
に
つ
い

て
講
演
を

受
け
、
地

域
に
寄
り

添
う
姿
勢

や
Ｊ
Ｒ
で

の
経
験
が

市
政
に
活
か
さ
れ
て
い
る
点
な

ど
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。

ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
」
榛
葉
賀
津
也
参
議
院
議
員

を
は
じ
め
、
交
運
労
協
・
Ｊ
Ｒ
連

合
役
員
、
地
元
選
出
議
員
な
ど
多

く
の
来
賓
が
参
加
し
、
地
方
本
部

・
総
支
部
の
執
行
委
員
長
・
政
治

政
策
担
当
者
と
と
も
に
研
修
を
行

っ
た
。

磐
田
市
役
所
か
ら
は
、
地
域
公

共
交
通
の
現
状
や
将
来
像
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
地
域
交
通
の
重

要
性
と
、
自
治
体
と
連
携
し
て
守

り
育
て
て
い
く
必
要
性
を
再
認
識

し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
、
地
域
の

実
情
に
基
づ
く
交
通
政
策
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
方
議

員
団
会
議
と
し
て
の
役
割
と
連
携

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し

た
。
今
後
も
地
域
と
の
協
働
を
進

め
、
取
り
組
み
の
一
層
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
。
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地
域
交
通
政
策
へ
の
理
解
深
め
る
�

ＴＵＮＡＧアプリを活用した組織強化の取組みＴＴＵＵＮＮＡＡＧＧアアププリリをを活活用用ししたた組組織織強強化化のの取取組組みみＴＴＵＵＮＮＡＡＧＧアアププリリをを活活用用ししたた組組織織強強化化のの取取組組みみ

ＪＪ
ＲＲ
東東
海海
ユユ
ニニ
オオ
ンン
地地
方方
議議
員員
団団
会会
議議
、、
静静
岡岡
県県
磐磐
田田
市市
でで
第第
２２８８
回回
研研
修修
会会
をを
開開
催催

アプリ登録率：全体で約８３％


